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【報告】遺贈寄付を考える地域円卓会議（みらいファンド沖縄 10周年記念） 

 
■日  時：2021 年 12 月 8日（水）18:30-21:10 

■場  所：沖縄県総合福祉センター 5 階 501 教室 

■着席者数：6 名（論点提供者、司会、記録者含む） 

 

■来場者数：12 名（自営業、企業、NPO・市民団体等） 

■主  催：公益財団法人みらいファンド沖縄 

■協  力：NPO 法人まちなか研究所わくわく 

小阪 亘 氏 

（公益財団法人みらいファンド沖縄） 

自分の生きてきた証を地域に残したい、沖縄での遺贈寄付について考える 

みらいファンドは公益財団になって 10 周年！この記念としてこれまでの 10 年も振り返りながら、これからの 10

年を皆さんと考えるために円卓会議という形でみらいファンドの指針を提示したいと考えています。今回のテーマ

は「遺贈寄付」です。遺贈寄付とは、個人が遺言によって財産の全部、または一部を公益法人、NPO 法人、学校法

人、国立大学法人、その他の団体や機関などに寄付することをいいます。少子高齢化社会において、すべての社会

課題の解決を税金と行政だけで担うことが困難になってきています。そうした中で、自分らしい人生の集大成の在

り方を叶え、次世代のために、遺贈寄付を通じて社会への「恩返し」をしようとする人たちが少しずつ増えてきて

いるというのが日本においても見られます。今回はその遺贈寄付の理解を深めながら、沖縄において遺贈寄付を進

めていくことの意義を参加者みんなで考える会議にし、ステークホルダー同士のネットワークを深めていく目的で

開催します。 

 

センターメンバー 

 

小阪 亘 

公益財団法人 

みらいファンド沖縄 

代表理事 

 

可児 卓馬 

公益財団法人 

京都地域創造基金  

専務理事 

 

鈴木 涼子 

おきなわファイナンシャルグ

ループ（株）沖縄銀行  

総合企画部  

経営企画グループ 調査役 

 

仲根 佑亮 
株式会社シナジープラス 

取締役 

論点提供 
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➢ 今後のアプローチの方向性（提案） 

1) 寄付者のニーズが多彩。寄付者の様々なニーズに選択肢を出すために、みらいファンド沖縄もしっ

かりいろいろな選択肢を出さないといけない 

2) 地域から資源が流出流出していかないようにやっていかないといけない 

3) 寄付者自体もしっかり一緒に集い、地域のことを語り合う場所があったほうが、啓発はうまくいき、も

っと地域に貢献できる 

4) 個別のコーディネーターのスキルを上げるっていう話ではなく、ネットワークをしっかり意識するという

こと 
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■参加者によるサブセッション 
 

自分の生きてきた証を地域に残したい、 

沖縄での遺贈寄付について考える 

（参加者記載の原文をそのまま記載している為、事実と異なることがあります。グループ毎に①、②・・・と記載） 

 

①  

・ 認知度が低い 

・ 仕組みづくり、使い道の把握 

・ 地域での高齢化が進み空き家問題 

・ 地域の児童館などの公共施設へ寄付 

・ そうぎ屋さんからのアプローチもありでは 

・ 遺贈キフできないことで 

・ 空き家の活用ができない（仏だん問題） 

・ 沖縄では関心がうすい（70 台でもとりかから

ない） 

・ 後継者がいない（建設業など） 

  

②   

・ キフはいくらから？ 

・ キフ先は？えらべる？ 

・ 社協への相談あった 

・ 遺言書→ポジティブな書へ 

・ 知れわたるには 

 

③   

・ 感情がからむのでたいへん 

・ おもいが具体的でないとキフ先がみつからな

い 

・ 社会課題さがすのがたいへん 

・ 何ができるのかわかりやすく 

・ 親族間での基準必要 

・ 相談できるとよい 

・ 事ムまかせたい 

・ 土地キフしづらい 

 

④  

・ 結果がどうなったか 

・ 仕事としてはたいへん 

・ 京都どうしている？ 

・ 基金の管理（地域振興協会） 

 

⑤  

・ キフしたい人と活用したい人のマッチング 

 

⑥  

・ トラブルよくみる 

・ 60～70 代 ていこうないはず 

・ 財産どうするか考えるセミナー 

・ しっかり前向きに考えるキカイ 

・ 地域に根ざした金融キカン 

・ 子どもといっしょに参加 

・ 終活合同セミナー企画 

・ ネットワークで 
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遺贈寄付を考える地域円卓会議（みらいファンド沖縄 10周年記念） 

参加者アンケート集計 

 

◆概要 

・日時：2021年 12月 8日（水）18:30-21:10 

・場所：沖縄県総合福祉センター5階 501教室 

・着席者：6名（論点提供者、司会、記録者含む） 

・参加者：9 名（アンケート回収 8 名、回収率 88％） 

 

１. どちらから？ 

 
 

２．所属 

 

 

 

３．円卓会議はどのように知ったか 

 

 

４．満足度 

平均：5.0（5 点中） 

5.満足 
4.概ね 

満足 

3. 

普通 

2.あまり

満足して

ない 

1. 

不満足 

5 名 0 名 0 名 0 名 0 名 

 

５．満足度の理由 

（５．満足） 

・ 遺贈寄付についてしっかりと考えることが

なかったので、いい機会になりました。 

・ 遺贈寄付の事知りました。その重要性も又実

感できました。 

・ 遺贈寄付 

・ 助成団体だけでなく銀行や行政者などの専

門家を交えての円卓会議はとても触発され

ました。 

・ 今後のみらいファンド沖縄の役割が少し見

えてきたのではないかと思います。 

 

６．円卓会議で印象に残ったこと 

・ 終活セミナーのコンテンツにする。 

・ ネットワークの重要性、市民（高齢者）レベ

ルまで地域までまき込んでお金の他県への

流出を防ぐこと、沖縄のために役立て意識を

高めることが大切と思います。 

・ 地域資源の流出をいかに防ぐか！をテーマ

に、地域の皆様と勉強会をしたい。 

那覇市

62%南風原町

12%

沖縄市

13%

その他

13%

自営業

12%

企業

25%

NPO・市民団

体等

12%

社協

13%

その他

38%

facebook

12%

メール

12%

友人・知人の紹

介

38%

その他

38%
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（写真）会場の様子 
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＜板書記録＞ 
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